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●　タグラグビー教室関係者 (順不同 )

九州電力キューデンヴォルテクス （選手）本村光章、大野和真、齋藤剛希、高屋直生、小森光太郎、中尾康太郎、浦真人　（OB）竹
内俊二、中村嘉宏、吉上耕平、森田啓介、松尾健一、松添健吉　(スタッフ )板坂剛、山口雄一

宗像サニックスブルース （選手）濱里祐介、今村雄太、屋宜ベンジャミンレイ、鶴岡怜志、金堂礼　（スタッフ）渡邊敏行、
松園正隆、加古川雅嗣、向井清一

コカ・コーラレッドスパークス （スタッフ）有田将太、渡辺郷、築城昌拓、香月武、上本茂基

●　折り鶴作成者
　　春日市内全小学生

●　メッセージボード制作者、アイルランド大使セミナー参加者
　　春日市内全中学校の美術部及び生徒会

●　スポーツボランティアSCRUM KASUGA（50音順）
相川みどり、赤迫真紀、秋山温土、安部未来、石橋第一郎、石原綾子、
井上萌香、岩崎俊作、岩本晃、内田有香、浦田健一、遠藤龍雄、大淵
充博、奥晴乃介、奥福美、奥園健治、尾割勝廣、賀来悦子、貴島みな
み、木戸聖歌、久峩麻梨恵、久峩里香、小島伊織、小宮稜花、酒見日
和、迫田優、佐澤キャロリーヌ、佐澤卓哉、柴田みさお、島村里歩、杉
紋佳、杉谷孝幸、杉谷宏子、鈴木愛唯、瀬川小百合、副田美香、高木紫
苑、高本栄子、竹下涼華、田淵愛子、知北明美、出口豊、手島風海、徳
島勇大、鳥飼なるみ、長浦善三來、中尾美香、永田美和、中村美優、南
嶋健心、西村萌、野田美沙、畠中健司、濱本恵里、林龍、原梨乃、判野
文香、平島紀美香、廣渡さくら、藤﨑達也、藤野鈴子、本郷京子、本郷
賢和、牧山侑加、松尾志郎、松田英穂、松本皓太郎、松本璃咲、三島一
花、宮原潔、森本裕二、森山善彦、矢富愛佳、柳井かほる、矢野美華
里、山口佳音、山口洋子、山下佳代、山村洋一、横尾茉依、吉田龍樹、
脇山すみれ、渉華菜

●　春日市RWC実施本部事務局
No. 役職名 職名 氏名
1 本部長 市長 井上　澄和
2 副本部長 副市長 後藤　俊介
3 教育長 山本　直俊
4 事務局長 健康推進部長 佐々木　康広
5 経営企画部長 石橋　徹
6 総務部長 内田　賢一
7 市民部長 渡辺　厚子
8 福祉支援部長 髙瀬　光弘
9 地域生活部長 猪口　功
10 都市整備部長 黒田　一輝
11 教育部長 神田　芳樹

No. 役職名 職名 氏名
12 議会事務局長 緒里　哲司
13 事務局次長 健康スポーツ課主幹 岩隈　和則
14 健康スポーツ課長 貴島　宏一
15 健康スポーツ課 大瀬　玄徳
16 健康スポーツ課 小嶋　健朗
17 健康スポーツ課 山﨑　隆博
18 健康スポーツ課 岩本　慎平
19 健康スポーツ課 松井　貴之
20 健康スポーツ課 竹内　慎二
21 健康スポーツ課 影田　奈都美
22 健康スポーツ課 菅野　順子（Ｊ）

No. 部 課 氏名
1 経営企画部 秘書広報課 清水　満得
2 経営企画部 秘書広報課 小薗　正剛
3 経営企画部 財政課 三田寺　洋幸
4 総務部 総務課 有吉　基樹
5 総務部 人事法制課 渡邊　潤
6 総務部 管財課 松井　淳
7 市民部 税務課 金堂　尭人
8 市民部 納税課 川邊　靖子
9 市民部 市民課 大野　哲也
10 健康推進部 国保医療課 荒井　雄介
11 健康推進部 高齢課 米倉　直道
12 健康推進部 高齢課 石丸　史也
13 健康推進部 健康スポーツ課 江口　泰斗

No. 部 課 氏名
14 福祉支援部 保護課 三重野　通和
15 福祉支援部 子育て支援課 岡村　由加里
16 福祉支援部 こども未来課 境　晃平
17 地域生活部 地域づくり課 八和田　美咲
18 地域生活部 環境課 吉本　向日葵
19 地域生活部 安全安心課 木村　太郎
20 都市整備部 都市計画課 柳沢　大貴
21 都市整備部 道路管理課 松﨑　裕信
22 都市整備部 下水道課 松本　久幸
23 教育部 教務課 林　由梨奈
24 教育部 教務課 竹添　好
25 教育部 地域教育課 藤野　頌子

●　支援職員

No. 部 課 氏名
1 総務部 管財課 山下　靖雄
2 総務部 管財課 油谷　涼
3 都市整備部 都市計画課 平井　和哉

No. 部 課 氏名
4 都市整備部 都市計画課 堀　祐輔
5 都市整備部 都市計画課 東　佳介
6 都市整備部 道路管理課 赤木　喜雄

●　施設整備協力



すべての市民の記憶に残る大会となるラグビーワールドカップ２０１９TM

　春日市は、２０１９年９月２２日から１０月１４日
までの間、ラグビーワールドカップ２０１９TM（ＲＷ
Ｃ２０１９）におけるアイルランド代表、フランス代表、
カナダ代表の公認チームキャンプ地として、国際スポー
ツ大会での役割を果たしました。
　２０１６年から一般社団法人つくし青年会議所（つ
くしＪＣ）を中心にＲＷＣ２０１９キャンプ地誘致の
ための署名活動が行われ、７千人近くの方々の熱い思
いを、春日市に託していただきました。そして、春日
市は公認チームキャンプ地選定プログラムに応募し、
その後の審査を経て、２０１８年４月に公認チームキャ
ンプ地に内定をいただきました。
　このとき、市長である私は、大きな喜びとともに、公認チームキャンプ地となる機会を、「よ
り多くの市民がスポーツに親しみ、ボランティアが支え、国際理解を深める」きっかけにな
るよう、全市的に盛り上がる取り組みにしていきたいと考えました。そこで、市議会、自治
会連合会、体育協会、商工会を代表する方々に本実行委員会の発起人を引き受けていただく
ように御相談申し上げ、２０１８年９月に全市的な組織として「ラグビーワールドカップ
２０１９TM公認チームキャンプ地・春日市実行委員会」を設立いたしました。以来、多くの
市民、関係団体の皆様の御支援と御協力をいただき、公認チームキャンプ地としての機運の
醸成を図るイベントやＰＲ事業を実施してまいりました。
　御承知のとおりＲＷＣ２０１９は、観客動員数延べ１７０万人余、ファンゾーンの来場者
も１３０万人余と、かつてない規模の大会となりました。また、大会ホスト国として、日本
代表が初のベスト８入りし、さらに、わが国の「おもてなしの精神」や困難な災害に対する「回
復力と復興」を国内外に大いにアピールできた、素晴らしい大会だったと思います。
　本実行委員会においては、ラグビーフェスタなどのスポーツイベントの開催、発信力のあ
るＰＲグッズの制作・配布、キャンプ実施国を理解する企画、子どもたちによるおもてなし
の折り鶴やパネルの制作、パブリックビューイングの運営支援、スポーツボランティアの組
織化支援など、数多い事業を実施し、全市的にＲＷＣ２０１９と公認チームキャンプ地を盛
り上げることができました。
　さらに、公認チームキャンプ期間中は、アイルランド、カナダ両代表による地域交流イベ
ントが開催され、国際交流が進むとともに、将来を担う子どもたちの記憶にＲＷＣ２０１９
が深く刻まれたことと確信しております。
　来年は、東京オリンピック・パラリンピック２０２０開催の年です。世界のトップアスリー
トが再びわが国に結集し、本市においても聖火リレーイベントを実施します。今後もスポー
ツを「する、みる、支える」ことで、さらによりよいまちづくりが進むことを願い、会長と
してのあいさつとさせていただきます。ありがとうございました。
　２０１９年１２月

ラグビーワールドカップ２０１９TM公認チームキャンプ地・春日市実行委員会
会長　　井　上　澄　和
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ラグビーワールドカップ２０１９TM
公認チームキャンプ地・春日市実行委員会

◆誘致からキャンプ地内定まで

　２０１６年１１月、「ラグビーワールドカップ日本大会キャンプ地誘致のための請願署名」
６，９５１人分が春日市長へ提出されました。これを受けて、２０１６年１２月、春日市は
公益財団法人ラグビーワールドカップ２０１９組織委員会（以下「組織委員会」）に対して「ラ
グビーワールドカップ２０１９TM 公認チームキャンプ地選定プロセス」の応募書類を提出し
ました。
　春日市を含む筑紫地区は、伝統を持つ少年少女のラグビーチームが各市にあります。さら
に、高校ラグビー強豪校も近く、全国大会出場経験者も多く輩出しており、全国的に見ても
ラグビーが盛んな地域と言われています。ＲＷＣ２０１９の福岡開催決定を契機に、春日市
での公認チームキャンプ地の実現に向けて、ラグビーを愛する多くの人々が立ち上りました。
　その後、組織委員会による書類審査と対象施設の実地審査を経て、２０１８年４月２０日、
春日市は、正式に「ラグビーワールドカップ２０１９TM 公認チームキャンプ地」に内定した
ことが組織委員会から公表されました。
　組織委員会から直接の公表はありませんが、数ある候補地の中から、春日市が選ばれた理
由を挙げるとすれば、「キャンプ施設の質の高さ」、「大会会場からの近さ」、「地域のラグビー
への思いの強さ」ではないかと考えられます。

◆春日市実行委員会

　ＲＷＣ２０１９の成功とともに、春日市
における公認チームキャンプ地の取り組み
が、未来ある子どもたち、春日市を愛する
全ての市民にとって、公認チームキャンプ
地に選ばれた都市のみに残される有形、無
形のレガシーとして存在し続け、心に刻ま
れるものへとつないでいくために、全市的
な組織として「ラグビーワールドカップ
２０１９TM 公認チームキャンプ地・春日市
実行委員会」（以下「実行委員会」）が設立
されました。

（設立発起人：左から秋枝惠美自治会連合会会長、
金堂清之市議会議長、井上澄和市長、城田正博体育
協会会長、吉岡統三商工会会長（役職は設立総会時
点））
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年度 期日 内容

２
０
１
８
年
度

設立総会
2018.9.29

○設立発起人紹介
○設立発起人代表者挨拶
○説明
　ＲＷＣ２０１９の概要
　公認チームキャンプ地について
○議事　
　第１号　実行委員会設立趣意書について
　第２号　実行委員会会則について
　第３号　実行委員会役員等について

第１回総会
2018.9.29

○説明
　行政の推進体制・事業について
○議事
　第１号　２０１８年度実行委員会事業計画について
　第２号　２０１８年度実行委員会収支予算について
　第３号　専門員への委任事項について

２
０
１
９
年
度

第１回総会
2019.5.25

○議事　
　第１号　２０１８年度実行委員会事業実績報告について
　第２号　２０１８年度実行委員会収支決算報告について
　第３号　２０１９年度実行委員会事業計画について
　第４号　２０１９年度実行委員会収支予算について
○報告
　ＲＷＣ２０１９福岡開催推進委員会の取り組み
　トピック紹介

合同会議
2019.8.31

ＲＷＣ２０１９開幕を目前に控える中、実行委員会委員と
専門員が一堂に会し、これまでの活動報告及び今後のイベ
ント情報などを共有した。

第２回総会
2019.12.14

○報告
　実行委員会活動の総括
○議事　
　第１号　２０１９年度実行委員会事業実績報告について
　第２号　２０１９年度実行委員会収支決算報告（見込

み）について
　第３号　剰余金の処分について
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実行委員会専門員会議

◆実行委員会専門員会議

　実行委員会は、事業の円滑な遂行のために、事業の特性に応じた専門員を置くことができ

ることとし、次の事項を専門員会議に委任しました。

    1. ＰＲ用品デザインの企画及び実施に関すること

    2. 市民向けイベントの企画及び実施に関すること

    3. 白水大池公園多目的広場の愛称募集の企画に関すること

    4. 白水大池公園多目的広場改修後こけら落としイベントの企画に関すること

　専門員は、福岡県ラグビー協会、春日リトルラガーズクラブ、商工会、つくしＪＣ、メディ

ア関係者などの方々に参画していただきました。

期日 内容 結果など
第１回 準備会議
2018.8.2

○説明
キャンプ地受け入れに向けたスケ
ジュール及び予算について、権利
上の制約などについて
○意見交換
2018 年度事業について

白水大池公園多目的広場の愛称を
募集する。
ラッピング新幹線、ＳＮＳの活用、
スポーツバーの設置、パブリック
ビューイングについて情報を収集
する。

第２回 準備会議
2018.8.28

○報告
キャンプ地におけるＲＷＣ２０１９
に関連したビジネスの禁止・寄付
金募集活動の禁止について
○協議
実行委員会にて提案する事業につ
いて

ロゴ入りポロシャツの販売、寄付金
募集活動、クラウドファンディング
などは、ＮＧが判明した。

［提案する事業］横断幕掲出（市役
所他）、トップリーグの観戦招待、
プロモーション冊子及び動画制作

（Ｊ：ＣＯＭ制作）、大畑大介氏を
招いたイベントへの協力、ＰＲス
テッカー制作
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第３回 専門員会議
2018.12.26

○報告
実行委員会の設立について
公認チームキャンプ地におけるパブ
リックビューイングの実施について
白水大池公園改修後こけら落とし
イベントの実施について
その他機運醸成事業について

日本代表ｖアイルランド代表のパ
ブリックビューイングの実施を引き
続き検討する。
白水大池公園改修後こけら落とし
イベントを７月７日に開催し、低学
年向けのタグラグビーなどを計画
する。
小学校タグラグビー教室を九州電
力キューデンヴォルテクスの協力
により実施する。
中学校で応援メッセージボードを
制作する。

第４回 専門員会議
2019.3.28

○報告
春日市商工会から
つくしＪＣから
○協議
白水大池公園多目的広場の愛称
の選考

商工会有志による機運醸成を食の
提供で実施する。
ＲＷＣ期間中につくしラグビーフェ
スタを実施する。
電子媒体（YouTube、ＳＮＳなど）
を活用したＰＲを引き続き検討す
る。

第５回 専門員会議
2019.6.18

○報告
実行委員会総会の審議結果について
各企画の進捗状況について
　商工会有志
　つくしＪＣ
　春日市・春日市教育委員会

ラガーめし食おう隊を７月から実
施する。
つくしラグビーフェスタと同日にパ
ブリックビューイング（日本代表ｖ
アイルランド代表）を実施する。

実行委員会委員及
び専門員合同会議
2019.8.31

○報告
世界を食べよう企画「ラガーめし食
おう隊」
小学校でのタグラグビー教室
自治会連合会実務者研修「スポー
ツと健康管理」
白水大池公園多目的広場こけら落
としイベント
アイルランド大使によるセミナー
施設整備・改修及びシティドレッシ
ングの状況

ＲＷＣ２０１９開幕を目前に控える
中、実行委員会委員と専門員が一
堂に会し、これまでの活動報告及
び今後のイベント情報などを共有
した。
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春日市ラグビーフェスタ２０１９

　公認チームキャンプ地受け入れの事前の
盛上げを目的として、春日市総合スポーツ
センター指定管理者「かすがまちづくり
パートナーズ」と共催で「春日市ラグビー
フェスタ２０１９」を開催しました。

【期日】　２０１９年２月２日
【会場】　春日市総合スポーツセンター
【内容】　元 日 本 代 表 の 大 畑 大 介 氏 と ア

ンドリュー・マコーミック氏によ
るラグビー教室、トークショー、
キャンプ実施国であるアイルラン
ド料理、カナダ料理の飲食ブース、
ラグビー体験コーナーなど

　トークショーでは、ラグビーの魅力や
ＲＷＣ２０１９における注目選手などにつ
いて語られました。
　カナダ料理については、当初提供できる
飲食店などが見つからなかったものの、春
日市商工会青年部の協力により、提供が実
現しました。カナダ風フライドポテト「プー
ティン」とマカロニを使った家庭料理「ク
ラフトディナー」は大変好評でした。
　また、当イベントはスポーツボランティ
ア「ＳＣＲＵＭ　ＫＡＳＵＧＡ」の１年目
の研修の一環としても位置付け、当日はス
ポーツボランティアが会場設営及び観客誘
導、ラグビー体験コーナーの運営などで活
躍しました。

大畑大介氏によるラグビー教室 ラグビー体験コーナー

観客でいっぱいになったトークショー



　２０１９年１月から、ラグビー事務局の
Ｔｗｉｔｔｅｒのアカウントを開設し、大
会前の機運醸成や、大会中の情報発信に活
用しました。
　内容は、ラグビーの基本的なルールや春
日市でキャンプを行う 3 カ国の情報、地域
のラグビーに関係するイベントや試合など
から始まりました。開幕してからは、大会の
予定や結果、キャンプ期間中のアイルランド
代表とカナダ代表のイベントなどを発信しま
した。キャンプ期間の日程や場所などはチー
ムが安心して練習ができるよう配慮しなが
ら、チームの様子を発信しました。
　フォロワー数は、１２月５日現在２４７人。
　１０月３０日に発信したアイルランド代表
を見送るスポーツボランティアの様子は、組
織委員会にリツイートされ、２２万７千人が
閲覧し、１，８９５いいね、２３３リツイー
トされました。また、パブリックビューイン
グやその他関連イベントでは、Ｔｗｉｔｔ
ｅｒを見て来場したという市民の声も聞く
ことができました。
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Twitter 開設

１月１６日
はじめてのツイート

２月１９日ラグビーって？

３月１９日セント・パトリックスデイ

９月２７日
カナダ歓迎イベントの様子

１０月３日
カナダ代表からのメッセージ

９月１１日
カナダ歓迎イベント告知

１０月３０日アイルランド代表見送り
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◆白水大池公園管理棟

　管理棟は、本大会を契機に大規模改修を
実施しました。選手の利用を想定し、トイ
レ便座の洋式化、温水シャワー改修に加え、
授乳室設置など今後の市民の利便向上を図
りました。アイルランド代表は、チームルー
ム（２階展示室）でスクリーン、プロジェ
クターを活用し戦術ミーティングなどを行
いました。

◆多目的広場

　組織委員会が示す要件に従って練習グラ
ウンドの整備を行いました。練習グラウン
ドを本大会に相応しい最高の水準に保つた
め、ＲＷＣ２０１９に関連して使用される
ことを認識した上で芝生管理を行い、組織
委員会が指定した芝生管理の専門家から最
高の評価を得ました。また、サインプレー
などチームの練習が見えないよう外周にセ
キュリティフェンスを張り巡らすととも
に、撮影台、休憩用テントなどを設置しま
した。さらに、ゴールポールは、国際基準（高
さ 13 メートル）のものを新設しました。

◆仮設施設

　管理棟には配置できない更衣室、医務室、
倉庫、トレーニングジムは、練習グラウン
ドに隣接した場所に仮設で設置しました。
また、練習グラウンドが直接見えない芝生
広場にメディアルームを仮設で設置しまし
た。ジムには、トップアスリートに対応し
た本格トレーニング機器をレンタルで調達
し、選手のウェイトトレーニング用として、
提供しました。その他、総合スポーツセン
ターサブアリーナと温水プールを練習施設
として指定しました。

施設整備

仮設施設

トレーニングジム

練習グラウンド
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シティ・ドレッシング

　大会機運醸成のため、さまざまな装飾やＰ
Ｒグッズを作成しました。大会名、ロゴマー
ク、公式キャラクターを使用するためには、
組織委員会の承認を受けなければならず、そ
のルールは非常に厳格なものでした。
　装飾・ＰＲグッズには組織委員会が提供す
るものと市のオリジナルデザインがありま
す。

ＪＲ春日駅でのカウントダウンボード除幕式

デザイン提供多目的バナー　春日小学校フェンス

デザイン提供のぼり　市役所周辺

市役所市民ホール

アイルランドアイルランド
フ ラ ン スフ ラ ン ス
カ　ナ　ダカ　ナ　ダ

階段横断幕

懸垂幕

カウントダウン
ボード

横断幕

【デザイン担当：影田 奈都美】


